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Amazon Redshiftを利用したデータ利活用事例
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本日紹介する事例

「某金融機関様向け顧客情報分析基盤におけるRedshift活用」の事例を紹介します。

本プロジェクトはAWS基盤上でデータ分析基盤を構築するプロジェクトで、中核と

なるデータベースはもちろんAmazon Redshiftを使用しています。
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事例概要

１．多数のシステムからデータを統合するとともに大量
のデータを分析する必要があり、現行のオンプレミス＋
商用製品によるデータ分析基盤では拡張性と性能の観点
で対応困難。

プロジェクト目標（某金融機関様が実現したかったこと）

現状の課題 解決案（提案内容）

多数のシステムからデータを統合し分析できるようにするとともに
サービスの質を向上するための柔軟なデータ活用を行える仕組みが必要

蓄積された大量のデータを活用しお客さま一人ひとりに適したサービスを提供

２．必要なデータが社内に散在しているため、必要な情
報は各業務部門のリクエストに応じて情報管理部門が抽
出・提供していた。そのため、情報管理部門のデータ管
理負荷が高くなり、業務部門・情報管理部門双方の業務
効率低下を招いていた。

３．分析結果の精度を上げるために、これまで以上に
様々なデータを恒久的に保持する必要がある。しかし初
期の段階でどのデータがどこまで増加していくか予測で
きない。現行のままオンプレミスで構築・運用する場合、
構築初期時である程度のリソースを用意する必要があり、
余分な費用や、追加拡張に伴う運用時の負荷やコスト増
が懸念される。

２．業務部門が自由にデータ分析できるEUC環境の提供
AWS上に新たな分析系システムとしてデータ統合・分析基盤を構築し、
EUC環境として業務部門ユーザに自由に分析できる環境を提供。これ
により業務部門の業務効率の向上と情報管理部門のデータ管理負荷の
低減を実現。

１．膨大なデータの蓄積・集計は商用製品からRedshiftへ役割を移行
DBMSとして拡張性の優れ、膨大なデータを保持でき、高パフォーマ
ンスで検索を実現できる「Amazon Redshift」を採用。

３．拡張性の優れたAWSへの移行
データ統合・分析基盤”をAWS上で実現することにより、スモールス
タートが可能となり、将来のリソース不足に対する不安の軽減や、拡
張作業、バージョンアップ作業などの運用業務負荷の削減効果も期待
できる。



6

Amazon EC2
(BI Server)

Amazon EC2
(Redshift用
管理サーバ)

Amazon EC2
(ETL Server)

分析用DB
RedShift 分析用DB

データ

一般社員 管理者

データ連携元
サービス群

AWS Direct Connect

AWS Transit Gateway

 分析系システムにAmazon Redshiftを採用

 商用分析ツールを導入し業務部門ユーザ自身が分析デ
ータにアクセスし自由分析が可能

コスト削減

運用負荷軽減

業務効率向上

イニシャルコスト、運用コスト30%減

データの民主化の実現

ユーザ部門の業務効率向上

情報システム部門の負荷軽減

拡張・バージョンアップ作業の不要

AWS構成概要と効果

対応

効果
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DWHシステム論理構成概要図
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・・・・・
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SCSKのクラウドデータベースマイグレーション
サービスのご紹介
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ところで、システムのクラウド移行は 順調でしょうか？
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ところで、システムのクラウド移行は 順調でしょうか？

データベースの移行で 困った経験はありませんか？



データベースのクラウド移行に足踏みをする理由
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アプリの改修性能 可用性 運用方法

データベースの移行には考慮すべき点が多い

データベース移行の成功がクラウド移行の成功につながる

サービスの選択

Amazon RDS

Amazon EC2
Amazon Aurora



データベースのAWS移行について考える
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単純リフトによる期待効果の壁（DBは要注意）
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移行パターンの考慮が必要（費用・性能影響あり）
オンプレミス

Tomcat
on-Premise

Big-IP

MySQL
on-Premise

MySQL
on-Premise

Tomcat
on-Premise

標準レプリケーション

クラウド（AWS）

Tomcat
on EC2

ELB

MySQL
on RDS

MySQL
on RDS

Tomcat
on EC2

リードレプリカ

オンプレミス

WebLogic
on-Premise

Big-IP

OracleDB
on-Premise

WebLogic
on-Premise

共有ｽﾄﾚｰｼﾞ

オンプレミス

WebLogic
on EC2

ELB

OracleDB
on EC2

WebLogic
on EC2

EBS

商用MWのライセンス
保守コスト増懸念

十分な性能が確保
できるかの懸念

単純リフト



DBサーバ移行先の選択肢は多い
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しかし費用・非機能面の影響が大きくしっかり検討すべき

MySQL Single

PostgreSQL

SQLServer

OracleDB SE Single

OracleDB SE A/S

OracleDB SE RAC

OracleDB EE Single

OracleDB EE A/S

OracleDB EE RAC

OracleDB Exadata

MySQL Replication

MySQL on Amazon EC2

Amazon RDS (PostgreSQL)

Amazon RDS (MySQL)

OracleDB EE Data Guard

SQL Server on Amazon EC2

Amazon Aurora MySQL

PostgreSQL on Amazon EC2

Amazon Aurora PostgreSQL

Amazon RDS (SQL Server)

OracleDB on Amazon EC2

OracleDB EE on Amazon EC2 w/DG

Amazon Redshift

Amazon RDS (Oracle DB SE)

＜主な検討テーマ＞
異種DBMS変更可能性
マネージドサービス採用
可用性・拡張性・性能

現行オンプレミス構成 移行先のAWS構成案



サービス提供レイヤーの違い
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AWSと利用者側の責任範囲を理解する

仮想マシンサービスオンプレミス

電源/ネットワーク/空調

ハードウェア資産管理

サーバメンテナンス

OSインストール

DBインストール/構築

電源/ネットワーク/空調

ハードウェア資産管理

サーバメンテナンス

OSインストール

DBインストール/構築

フルマネージドサービス

電源/ネットワーク/空調

ハードウェア資産管理

サーバメンテナンス

OSインストール

DBインストール/構築

DBバックアップ

DBパッチ適用

耐障害性

拡張性

DB障害調査

リソース監視

DBバックアップ

DBパッチ適用

耐障害性

拡張性

DB障害調査

リソース監視

DBバックアップ

DBパッチ適用

耐障害性

拡張性

DB障害調査

リソース監視

アプリケーション最適化アプリケーション最適化アプリケーション最適化

DB固有機能の利用DB固有機能の利用DB固有機能の利用

サービス提供範囲



Oracle DB クラウド移行の選択肢
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マネージドサービス

検討順序

コンピュートサービス

オンプレ環境

リアーキテクチャ

リプラットフォーム

リホスト

変更なし

移行難易度

難

易

Amazon Aurora

Amazon Redshift

Amazon RDS

Amazon EC2

AWSのサービス



サービス選択のポイント（例：Oracle DB移行）
Oracle DB以外の
DBに変更可能か

性能・セキュリティ
などの非機能面で
特別な対応が必要

分析用のDWH
として利用したい

バージョンアップに
対応可能

クラウド機能で
可用性を担保

開発ベンダーよりサ
ポートを受けたい

RPO/PTOの要件が厳
しく、0に近い

クラウド機能で
可用性を担保

クラウド機能で
可用性を担保

バージョンアップに
対応可能

性能・セキュリティ
などの非機能面で
特別な対応が必要

Amazon Redshift

Amazon RDS for Oracle(EE)+ 
DataGaurd構成

Amazon Aurora
(MySQL/PostgreSQL)

Amazon RDS for MySQL
Amazon RDS for PostgreSQL
Amazon RDS for SQL Server

Amazon EC2(MySQSE)

Amazon EC2(MySQL EE)

Amazon EC2
(MySQL Community)

Amazon RDS for Oracle(EE)

Amazon RDS for Oracle(SE)

Aamazon EC2(Oracle EE)

Aamazon EC2(Oracle SE)

Amazon RDS for Oracle(EE)+ 
DataGaurd構成

性能・セキュリティ
などの非機能面で
特別な対応が必要

No

Yes

No

No

No

No

No
NoNo Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

YesYes



Oracle DBをAWSへ移行する 4つのユースケース

18

AWS RDSAWS EC2 異種RDBMS 異種DWH系

Amazon RDSAmazon EC2 Amazon Aurora Amazon Redshift

Oracle DB

移行難易度 難

小 クラウドメリットの享受

易

多



SCSKのデータベースマイグレーションサービス
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クラウド・データベース・マイグレーション・サービス
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AWS環境におけるデータ活用を見据えた最適なデータベースを選択し、

確実でスピーディなマイグレーションを実現するサービス

移行提案 スムーズな移行
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サービスの対象

Oracle 
DB

企業で持つすべてのデータベース

・・・

SQL 
Server

複数のRDBMS、複数のシステムを総合的に支援

MySQL
Oracle 

DB PostgresSQL

AWS環境

Amazon Aurora Amazon EC2 Amazon RDS Amazon Redshift

・・・



データベース・マイグレーション・サービスのステップ
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アセスメント

PoC

データベース
マイグレーション

運用サービス

企画

計画

開発

運用

• リフト・シフトの選択も含めた新環境に最適な構成を提案

• DB移行の難易度判定、複数DBの移行計画支援

データベース
マイグレーション

運用サービス

• 大規模システムは、小規模でのマイグレーションを実施

• 移行実現性の確認・性能確認による移行時リスクの軽減

• 新環境へのデータベース移行の技術提供・支援を実施
• 異種RDBMS間マイグレーションでは、独自開発のツール・

手法を活用による短期間かつ確実な実行

• 24時間365日の日本語サポートサービス

• 定期レポート、監視、リモート運用など追加保守サービス



アセスメントサービス
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現行情報収集
移行要望の確認

机上検証による
分析・難易度判断

結果共有・提案

• オブジェクトの種類数・数量
• DB構成(シングル or RAC)
• DB固有の設定項目
• データ量
• SQLファイルの種類・本数
• 非機能要件(性能、可用性etc)
• トランザクション量/IOPS

現行環境情報

• 移行スケジュール・停止期間
• データ活用方法
• 予算 など

移行の要望

項目 使用有無 難易度

テーブル 〇 易

インデックス 〇 易

シーケンス 〇 中

DBLink 〇 難

・・・ ・・・ ・・・

• AWS上の最適なDB移行の提案

• 移行難易度の判定

• 移行コスト

• PoC実施の必要性をアドバイス

Step.1 Step.2 Step.3

システム名
システム
規模

他DBへの
移行難易度

推奨サービス

システムA 中 高
Amazon RDS 

for Oracle

システムB 中 中
Amazon RDS 
for MySQL

システムC 大 移行不可
Amazon 

EC2(Oracle)

システムD 小 低
Amazon RDS 
for MySQL

システムD

システムF

・・・

PoC 移行

PoC 移行

1DBは無償対応
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異種RDBMS間マイグレーションのステップ

商用ツールと当社独自の変換手法を組み合わせた効率的なマイグレーションを実現

設計 開発 テスト

変換方針検討
呼出テスト

変換確認
マイグレーション

スクリプト変換

手作業変換

変換前
オブジェクト

変換後
オブジェクト

SCT,商用ツールによる変換

ストレージオブジェクト

コードオブジェクト

SCSK独自



データベースマイグレーションまとめ
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クラウド移行成功の可否は、データベース移行の攻略にある

データベース移行のポイントを抑えることで、

スムーズかつ確実な移行が可能

現環境の把握と、AWS環境で実現したい事の明確化

が適切なサービスの選択につながる



SCSKによるAWSを利用したデータ活用基盤構成
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データウェアハウスデータレイク

データベース
(Oracle etc.)

クラウド
（Salesforce etc.）

レガシー(AS/400)

ファイル

Amazon Simple Storage 

Service (Amazon S3)

Amazon Redshift

データマート

Amazon Aurora

Amazon Relational Database 

Service (Amazon RDS)

Informatica
Intelligent Data Management Cloud

 豊富なコネクタにより多種多様なシステム、データを接続
 GUI、ウィザード形式によるETL開発でデータ集約を容易化

データカタログ
Informatica Enterprise Data Catalog (EDC)

 データの所在、傾向、流れを知ることで利用者が自らデータを有効活用
 データを可視化できるため、データガバナンス向上

データ
収集

抽
出

格
納

変
換

抽
出

格
納

変
換

データ活用

Amazon QuickSight



ご清聴ありがとうございました。

SCSK株式会社

ソリューション事業グループ 基盤サービス事業本部

クラウド基盤サービス部 第一課

cdms-sales@ml.scsk.jp
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